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基本情報リンク先 http://kohyo.fkk.jp/kaigosip/Top.do 外部評価当日、玄関先には、ご利用者と一緒に作られた七夕飾りがあり、“元気が一番”などと書かれた短冊が風になびいてい
た。代表は、「昔ながらの地域を作りたい、最期まで安心して暮らせる質の良いケアを提供したい」という思いから、筑紫野市、大
野城市のグループホームに続いて、平成１６年“さわやかテラス春日”を開設された。今年は、筑紫野市に最初のホームを開設し
てから１０年という記念の年でもあり、６月１９日、ﾃﾞﾝﾏｰｸの認知症ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ等をｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄに招き、１０周年記念講演会が開
催された。地域の方々や施設関係者も多数参加して下さり、「認知症になっても住み慣れた地域で、どいうすれば安心して豊かに
暮らしていけるのか」を、みんなで考える機会を作ることができた。この記念講演会の開催に向けては、企画、準備等全般を職員
中心で行ってきたが、大いなる成果が発揮された行事の一つであった。日々のケアの中でも職員同士の連携が良く、ご利用者の
“あるがままに”生活ができるよう、意見交換が続けられている。ご利用者個別に日課があり、ご自分のペースで自由に散歩をさ
れたり、ホーム前の花壇を見に出かけたりと、思い思いの生活をされており、楽しく、ゆったりした日々を過ごしながら、長年培って
こられたご利用者の力が発揮できるような取り組みが今日も続けられている。
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「あるがままに　楽しく　ゆったり」と生活して頂けるよう常に入居者・ご家族の希望を把握し，思いに沿っ
た暮らしの実現に努めている。また，住み慣れた地域で安心した生活を送って頂けるように，地域との交
流も大切にしている。
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自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果

Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

7 ○虐待の防止の徹底
カンファレンスなどで入居者の立場に立って
サービスを行うよう話をしている。身体拘束、
言葉での拘束、薬での拘束などあってはなら
ない事であり、研修を重ねている。

身体拘束廃止に係る規定が定められており、ｽﾀｯﾌ心得
に具体的な内容が明記され、職員に説明が行われてい
る。理念である“ご利用者のあるがままに”を尊重し、離れ
た場所から見守りしたり、行動を共にしながら、自由に外
出して頂いている。年１回の家族面談の時やご家族来訪
時には、ﾘｽｸについての話し合いが行われている。

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 身体拘束はいつも意識している。言葉が荒く
なると命令口調になり、言葉による抑制に繋
がる事を念頭に置いて接している。また、身
体拘束廃止に係る規定が閲覧に綴じてい
る。

5 （4） ○市町村との連携

法人代表、管理者が市町村担当者の所へ伺
い、情報交換などを通してサービスの質の向
上に努めている。

２ヶ月に１回行われる、市主催のｹｱﾏﾈ勉強会に参加した
り、市役所主導で、同市内の他ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの運営推進会
議に相互参加している。また、介護予防事業いきいき能
力ｱｯﾌﾟの依頼を受け、1年間定期的に介護予防講座が開
かれた。認知症予防講座を行うにあたり、市の担当者と
検討が行われている。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
2ヶ月に1回開催しており、日々の暮らしを現
状報告し互いに意見交換を行う事で「さわや
かテラス」の向上を図っている。外部評価の
結果は地域運営推進会議で報告している。

２か月に１回、ご家族、自治会長、民生委員、市役所の
方々等に参加して頂き、会議を行っている。ﾎｰﾑの活動
報告、ﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告に対するご意見や、地域の情報など
頂き、活動に活かす話し合いが行われている。地域の
方々にﾎｰﾑを知って頂くための意見交換も行われ、頂い
たご意見は議事録に詳しく記載されている。

ホームでの日々の暮しぶりを、言葉以外で
伝える方法として、映像等を活用する予定
である。会議にご利用者が参加できないと
きがあり、事前に感想や意見を伺い、ご利
用者からのメッセージとして、会議で報告さ
れてみてはいかがであろうか。

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

3 ○事業所の力を活かした地域貢献 月1回カンファレンスの場でスタッフ全員で話
し合っている。春日市の委託事業で、地区の
公民館へ出向き認知症予防講座を行ってい
る。他にも定期的に無料法律相談を行ってい
る。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
地域運営会議で情報を頂き、地区の敬老会
や運動会、コンサート、サロンなどの行事だ
けでなく、防犯パトロール、防災訓練、廃品
回収などにも積極的に取り組んでいる。

児童館跡地ということもあり、ﾎｰﾑ主催の夏祭りは、地域
の恒例行事として、多くの子供達や近隣の方々が来て下
さっている。ﾎｰﾑで行われる行事には、自治会や婦人会
の方々等の協力もあり、公民館行事やお祭り等、地域行
事へも積極的に参加している。月に１回実施されている、
校区の防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙにも積極的に参加している。

さわやかテラスがどの様な施設なのか、地域
の方の理解、周知が不十分であると感じてい
る。今後も引き続き、地域に出向いていくと共
に、ホームにも来て頂くことを通して、顔の見え
る活動を続けながら、地域とのつながりを強く
していきたいと考えている。

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

ご利用者のあるがままを尊重し、楽しくゆったり過ごして
頂けるよう、日課にとらわれない生活を支援すると共に、
外出や買い物など個別の要望にも随時対応されている。
“昔ながらの地域を作りたい”という代表の思いがあり、地
域で安心して暮らせるように、地域の方々との交流促進
に向けた取り組みが実践されている。

自分の意思を伝えにくい方に対して、何を望ん
でおられるのか、本当に伝えたいことは何かを
常に追求していき、ADLが徐々に低下していっ
ても、残存能力を上手く使いながら、その人ら
しい生活とは何かを考えながら、更なる支援を
していきたいと考えている。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

1

自
己

外
部

（1） ○理念の共有と実践
基本理念に【住み慣れた地域」、運営方針に
「地域に溶け込み」を盛り込んでおり、「ある
がままに　楽しく　ゆったりと」の家訓の下実
践に取り組んでいる。

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容



代表は、高齢者障害者安心サポートネットの理事を務
められており、日々、統括責任者や管理者に対し、ご
利用者の人権尊重について話しをされている。代表の
思いは、カンファレンスを通して職員に伝えられ、ご利
用者のペースや意思を尊重したケアが実践されてい
る。

法人代表及び管理者は、入居者に対する人権を尊
重するために、職員等に対する人権教育、啓発活
動に取り組んでいる

14 （10） ○人権教育・啓発活動

研修の年間計画にも認知症ケアの専門性、
グループホームにおけるスタッフの資質を盛
り込み、常にケアについて学習している。

採用にあたっては、代表と統括責任者が面接を行って
いる。法人全体で、毎年５名の新卒者が採用されてお
り、一人ひとりの力が発揮できるよう、所属部署の選
択が行われている。家庭の事情に合わせた勤務時間
の調整等、職員が働きやすい環境作りに努めている。

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにして
いる。また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮
して生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保障されるよう配慮している

13 （9） ○人権の尊重 募集・採用にあたっては性別・年齢を制限しておらず、
実際にスタッフの年齢層は20代～60代までと幅広い。
「グループホームのケアに従事したい」という意欲を重視
しており、「さわやかテラスで働くことがそのスタッフの自
己実現と一致している人を採用している。またスタッフの
自己学習による資格取得も積極的に支援している。

12 ○就業環境の整備 賞賛すべき職員の努力や実績はカンファレン
スの場で全員に報告している。資質が伴え
ばリーダーや責任者、補佐に抜擢する人事
制度があり、職員が向上心を持って勤務でき
る環境である。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映 年1回の個別面談と月1回のカンファレンスの中で
管理者・スタッフで話し合いを行い、意見交換の場
を設けている。代表は日常的にスタッフと交流して
おり、「より良いケア」を目指す中で互いの良き意
見提案は実態に即し反映させている。

毎年同じ行事ではなく、ご利用者が「今できること」を行事
として組み込みたいと職員から意見が上がった。行事係
を中心に職員間で話し合った年間行事計画書を提出して
もらい、今年度より新たな取り組みを盛り込んだ行事が開
始された。職員からの意見も多くなり、ﾁｰﾑﾜｰｸを活かし
た取り組みが行われている。

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 日頃より入居者と密に接する中で、意見など言い易い環
境を作っている。家族ともケアについての話し合いを十
分に行い、意見や要望があった段階でご意見シートに
記入し、ケアや運営に反映できるようにしている。入居
時や家族会にて意見相談窓口が市町村・県にある事も
お知らせしている。

毎月発行の“さわやか通信”では、日々の活動やご様子
を報告している。月１回は、ご家族の来訪があり、ご意見
や要望等を伺うと共に、ご家族面談時や家族会でも、運
営に関するご意見を多く頂いている。ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが流行し
た時期には、「職員が足らない時は、掃除や食事作り等
お手伝いします」と家族会を通して提案を頂いた。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

9 ○契約に関する説明と納得 契約時には重要事項契約内容を書面で示し
ながら、本人・家族に納得いくまで説明を
行っている。また入居後も家族から質問があ
れば、スタッフがその都度説明を行ってい
る。

入居時に制度に関する説明を行っており、１名の方が
成年後見制度を活用されている。職員に対し、代表や
責任者が制度に関する説明を行っている。無料法律
相談会では、地域の方から制度に関する相談を受け
ることがあり、専門職員が説明を行っている。

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用 法人代表が高齢者障害者安心サポートネッ
トの理事を務めている他、成年後見人のボラ
ンティアを行っているスタッフもいる。管理者
は、必要と思われる方に個別に説明を行って
いる。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
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自己評価



Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係

家族の来訪時は談話しながらコミュニケー
ションをとり、入居者のことを共に考えるよう
にしている。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係 裁縫、調理といった家事については、経験豊
かな入居者に味付けのコツや昔ながらの風
習などを教えて頂きながら一緒に行なってい
る。また、出来ないことを強いるより得意なこ
とに目を向けている。

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
「さわやかテラス」の見学は自由に来て頂い
ている。相談を受けた時に本人が今必要とし
ているサービスは何かを見極め、他サービス
の紹介も行なっている。

サービスを導入する段階で、家族等が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づく
りに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係

来訪時などの何気ない会話から聴き取りを
行い、管理者の連絡先（携帯番号）を伝えて
何時でも話せるようにしている。

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く本人との信頼関係 入居にあたっては、本人の住まいに伺い直
接話をすることで、本人の思いを聞くこと・感
じることを重視している。加えてその方の歴
史を知ることも最良のケアの基であり、信頼
関係を築くスタートとしている。

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

16 ○同業者との交流を通じた向上
ＧＨ協議会の研修などに積極的に参加し他
同業者との意見交換を行ったり、他ＧＨの地
域運営推進会議に参加し相互訪問を行うこ
とでサービスの向上に努めている。

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

15 ○職員を育てる取り組み 内部研修は法人内5事業所合同で、計画的
に行っている。経験に応じた研修を行ってお
り、スタッフは段階を踏んで知識・技術を深め
ていけるようになっている。また外部研修の
機会も確保している。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
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自己評価



Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング 家族来訪時にケアプラン、個別・医療記録を見て頂
き意見を伺っている。毎月スタッフを3チームに分け6
名ずつの入居者を担当とし、チームで会議を行った
上で全体のカンファレンスにて意見交換を行なって
いる。介護計画にはスタッフの気づきだけではなく、
入居者・家族の思いも盛り込んでいる。

ご利用者に寄り添ったﾌﾟﾗﾝの立案ができるよう、事例を活
用した内部研修が行われている。地域でその人らしく暮ら
し続けるために、外出を好まれる方には、散歩やﾄﾞﾗｲﾌﾞだ
けでなく近くの公民館などで地域の方と一緒に楽しめるよ
うな計画が盛り込まれている。独自のｼｰﾄにｹｱ内容が記
載されており、毎月、見直しが行われている。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

27 ○暮らしの現状の把握

「さわやかテラス」では、毎日1人ひとりの暮ら
しを把握する為にその時々の過ごし方・心身
状態を記録し入居者のケアに活かしている。

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○これまでの暮らしの把握

入居前に環境や生活暦を本人と家族より伺
い把握している。入居してからも趣味など生
活の中で活かせるように支援している。

25 （12） ○思いや意向の把握
「何事も一緒にする」「許可・同意を得る」「本
人・家族の希望を重視する」とスタッフの心得
に明記しており、常に入居者の希望を把握し
思いに沿った暮らしの実現に努めている。

ｾﾝﾀｰ方式を活用し、ご本人､ご家族の意向を伺いなが
ら、お散歩やｹﾞｰﾑ、料理作り等を通して、その方の得意
なことやしたい事の把握に努めている。言葉数の少ない
方には、その言葉の背景を探り、本当に伝えたい思いを
誤解しないよう、ご家族にも確認を取り、気づいたこと等、
“なんでもｼｰﾄ”に記入し、情報を共有している。

普段の暮らしの中で、職員側から“出来ない、
したくない”を無意識に決めてしまい、その方の
本当はしたい事、できる事を減らしてしまって
いるのではないかと感じる時がある。ご本人の
本当の思いを大切に把握しながら、色々な事
にチャレンジしていく予定である。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み 退去後も家族と「さわやかテラス」との関係を
継続していけるように繋がりを保っている。現
在、亡くなった入居者の家族の方が併設事
業所の「さわやか憩いの家」にボランティアと
して来て下さっている。

23 ○利用者同士の関係の支援 「さわやかテラス」スタッフの心得の1つに「さ
りげない気配り・目配り・心配り」を掲げ実践
している。孤立や入居者同士の仲たがいの
場合も、職員がさりげなくその場の雰囲気を
和ませ仲を取り持っている。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

入居者の知り合いである民謡の先生が、月1
回ボランティアに来ている。また入居前から
の行きつけの喫茶店に行くこともある。

遠方におられる妹さんとの写真や手紙のやり取りを支
援したり、近くの施設を利用されているお姉さんの所
へ、数年振りに会いに行く等の支援が行われている。
ﾎｰﾑ入居後、ｹｰｷ屋さん等、新たな馴染みのお店もで
きたことで、関係継続に向けた支援を今後も行ってい
く予定である。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

自己評価



35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
みとりは入居者・家族の希望に応じて行なってい
る。重度化や終末期についても、家族・かかりつ
け医・代表・管理者で繰り返し話し合うようにして
いる。本人の望む終末期に近づけるよう、家族・
かかりつけ医・訪問看護ステーション・スタッフが
連携を取り、出来る限りの対応を行なっている。

２４時間、往診して頂ける医師や訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝとの医
療連携を図り、開設から５名の方の看取りが行われた。
ご家族に対して不安を与え過ぎない程度に連絡を密に行
い、医療的な処置はかかりつけ医や訪問看護師が担当
し、職員は、ご利用者、ご家族の精神的な苦痛を和らげ
ることを重点に支援を行っている。状況によっては、夜勤
を１名追加するなどの臨機応変な対応も行われている。

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

34 ○入退院時の医療機関との協働 入院時は毎日お見舞いに行き、入居者の話や希
望を傾聴している。また、その日の様子や状態を
病院関係者から伺い、家族との連絡ノートに記入
している。医師・家族・さわやかテラス間の連絡も
密に行い、治療方針を十分に相談した上で今後
のケアも検討している。

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

33 ○看護職との協働 かかりつけ医の指示の下、24時間訪問看護
ステーションとの医療連携をとりながら支援し
ている。また看護職に従事していたスタッフ
に、医療の事の疑問点や入居者の状態が急
変した時は日常的に尋ねている。

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診、入院の医療機関は、入居者・家族の
希望に沿っている。かかりつけ医の往診は
月2回あり、急変時でも24時間連絡が取れる
ような体制をとっている。

遠方の受診以外は職員が受診介助を行っており、
受診結果は、当日、ご家族に電話で報告したり、変
化がない場合は、月１回の面会時に報告を行って
いる。かかりつけ医とは、いつでも相談できる体制
にあり、医師との連携も図られている。

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 ○地域資源との協働 自治会や民生委員に協力頂きながら地域の
行事へ参加している。
（みなみの会、夏祭り、敬老会、運動会、文
化祭、餅つき、どんど焼き、ロビーコンサー
ト）

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 通院を含めた外出支援を、入居者の心身状況や
生活のリズムや家族の都合に合わせて臨機応変
に行なっている。希望のある方はスタッフ付き添い
でダンス教室に通ったり、ボランティアに来て頂き
ダンスを踊ったりしている。

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○個別の記録と実践への反映 毎日、入居者の様子や言葉・言動に注意しなが
ら、どのような1日を送ったのか家族・他スタッフが
分かるように記入している。ケアプランは後で見直
しやすいように青ペンで記入するなど工夫してい
る。記録は毎月振り返り、ケアの見直しなど検討し
ている。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

自己評価



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

栄養士の資格を持つ職員が、定期的に栄養バランスの
チェックを行っている。ﾐｮｳｶﾞ入りのとろろ蕎麦やところて
ん等、季節感のあるﾒﾆｭｰが取り入れられている。お天気
の良い日には、駐車場で外気浴をしながら昼食したり、お
やつを頂くこともある。ご利用者と一緒に、梅酒や漬物作
りも行われている。

月に１・２回は、おやつ作りを行っているが、ご
利用者の楽しみを増やすためにも、更に回数
を増やし、週１回程度は、一緒におやつを作り
を行っていきたいと考えている。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援 食事の時間が楽しめるように皆で一緒に作る事を
大切にしている。スタッフも一緒に食事をすること
で，食欲や嚥下の見守りも行いながら楽しい食事
を心掛けている。食卓に花を飾る，献立を一緒に
行う，旬の物を取り入れるなどの工夫をしている。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援 入居者の個性に合わせブローチや髪飾り等
のオシャレを支援し，希望があれば近所の馴
染みの美容室にお連れしている。また，個々
で行きつけの美容室に家族と一緒に行かれ
る方もいる。

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く，1人ひとりのペースを大事にし，その日を
どのように過ごしたいか希望に沿って支援し
ている。

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
常に入居者の行動・言動に耳を傾け，本当
に言おうとしている事に目を向けている。ま
た，専門用語や新しい言葉は使わずに解り
やすい言葉で話すようにしている。

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保
訪問時や外出時など常に許可・同意を得て
いる。言葉遣いにも敏感に反応されることも
念頭おき対応している。守秘義務において
は，職員に教育・周知徹底している。

ご利用者に対し、人生の先輩としての尊敬の意を忘れ
ず、丁重な言葉かけをすることを心がけている。他のご利
用者がおられる所では、ﾄｲﾚという言葉を言わず、居室に
入るときには、必ず声をかけるなどの統一が図られてい
る。また、個人情報を口外したり、自宅に持ち帰らないな
ど、ｽﾀｯﾌ心得を基に職員への指導が行われている。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

37 （16） ○災害対策 年２回、消防署の協力を得ながら併設事業
所と消防訓練を行なっている。地域への協力
依頼も行なっており、自治会・民生委員の
方々にも参加して頂いている。また地区の防
災訓練にも参加している。

防火管理者を中心に外部研修を受講し、職員に対して防
災に関するﾃｽﾄなどが行われている。福岡県西方沖地震
の体験を教訓にして、地震に備えた対策が取られた。火
災のニュース報道を聞き、運営推進会議で話し合い、年
２回の消防訓練以外に、消火器の場所を確認するための
“指差し確認”が開始された。

火事を起こさない努力をする等、職員の
防災意識の向上に努めていく予定であ
り、災害発生に備え、自治会や隣近所の
方との協力体制を整えている最中であ
る。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

36 ○急変や事故発生時の備え
事故発生・急変時の対応マニュアルをスタッ
フルームに置き、壁にも張り出している。また
定期的に消防署の応急手当や救急救命講
習などを受講している。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

自己評価



一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 ○服薬支援 薬の処方日や毎日の薬のセットの際，薬の
内容を確認している。また，変更・追加などあ
る場合は連絡ノートに記入し，スタッフ全員が
把握した上で症状の変化なども気にかけて
いる。

48 ○安眠や休息の支援
就寝時間は決めておらず休みたい時間に休
まれる。「眠れない時は温かい飲み物を提供
したり，訴えが続く方には日中に入浴・足浴し
て頂くなど安眠の為に支援している。

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決め
てしまわずに、個々にそった支援をしている

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援 特に入浴日，時間は決めておらず好まれる時間
に入浴して頂いているが，希望に合わせながらも
清潔保持に努めている。また，入浴の際の声かけ
を個人に合わせて工夫したり音楽をかけたりと，
入居者が気分よく入って頂けるようにしている。

希望の湯温に調節したり、好みのｼｬﾝﾌﾟｰを利用して頂い
ている。菖蒲湯やゆず湯等、入浴を楽しんで頂けるような
工夫も行われている。羞恥心に配慮し、希望に合わせ
て、同姓介助も行われている。入浴を好まれない方に
は、時間をずらして声かけしたり、誘導の方法を統一した
り、時には職員２名で対応するなどの工夫もされている。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

46 ○便秘の予防と対応 便秘予防の為に食べ物・飲み物の工夫や，
運動を行っている。水分摂取と便秘予防を兼
ねて，寒天を日に2回食べて頂いている。便
秘の有無が分かるように必要な方は日誌に
記録している。

ご利用者に合わせて、排泄表を作成している。薬の関係
で午前中は早めのﾄｲﾚ誘導が必要な方や、ご利用者の
仕草からﾄｲﾚ誘導の必要性を察知するなど、個々に合わ
せた排泄支援が行われている。紙ﾊﾟﾝﾂ、ﾊﾟｯﾄﾞ等の必要
性についての検討も行われ、ﾄｲﾚが間に合わなかった場
合でも、羞恥心に配慮した支援が行われている。

ご利用者の“あるがまま”を大切にした支援を
行うことで、外出された方に職員が１名同行す
ると、他の職員が目の前の業務に追われ、ﾄｲ
ﾚ誘導のﾀｲﾐﾝｸﾞがずれてしまうことがある。状
況の把握と共に、職員間の連携の仕方など、
現状を把握しているところである。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

45 （19） ○排泄の自立支援

入居者1人ひとりの排泄パターンを把握し支
援している。トイレの際は入居者の気持ちを
尊重し，さりげない声かけを行っている。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

44 ○口腔内の清潔保持

毎食後，1人ひとりに応じて支援している。月
2回訪問歯科に来て頂き，口腔衛生や口腔
ケアのアドバイスを頂いている。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援 栄養士資格を有するスタッフがいる為，定期的に
献立の記録をチェックして助言を得ている。疾病
により食事制限が必要な方は，かかりつけ医の指
示の下個別に対応している。飲み物の他にもゼ
リーなどで水分補給に努めている。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
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居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮 各居室の備え付けはクローゼット・ベッドのみで，
入居の際に馴染みの物（鏡台，仏壇，タンス，ソ
ファーなど）をお持ち頂いている。入る限りは特に
制限しておらず，家具の配置も入居者の希望や
生活のパターンに合わせている。

重要事項説明書の中に、入居にあたって用意して頂くも
のとして、“思い出の品”と記載されており、椅子、机、タン
ス、化粧道具、人形、絵画など持ち込んで頂いている。一
人ひとりに合わせた家具の配置がされており、ベットにも
たれ掛かってテレビを観たり、お好きな本を読んだりと、
寛いだ時間を過ごして頂いている。

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
入居者1人ひとりに居室があり，独りで過ごし
たい時は居室で自由にされている。食事の
時以外はソファーやテーブル席など好きな場
所で過ごして頂いている。

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
入居者が心地よく過ごして頂くために，スタッ
フはゆっくり行動・走ったり慌ただしくしないな
ど心がけている。採光と風通しも良く，玄関や
リビングに花を生けたり季節や行事に合わ
せて飾り付けを変えている。

ﾕﾆｯﾄ毎に、ご利用者の心身状況に合わせてﾃｰﾌﾞﾙやｿ
ﾌｧｰの配置がされ、思い思いの場所で寛げる工夫がされ
ている。温度や湿度に配慮し、ｸｰﾗｰで体が冷え過ぎない
ように、窓を開けて外気を取り入れるなどの配慮もされて
いる。玄関前には、沢山の花が咲き、ご利用者が外のﾍﾞﾝ
ﾁに座って花を眺められている。居心地良く過ごして頂け
るよう、今後も気がけて掃除等続けて行く予定である。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 ○電話や手紙の支援

電話の希望があれば自由にかけて頂き，必
要な所のみ支援している。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援 希望に応じて個別でお金を所持されている。管理
が困難な方は預かり金として管理しており，必要
に応じて何時でも使えるようにしている。また，銀
行や郵便局に行ってお金をおろす方もおられ，都
度スタッフが付きそっている。

51 （21） ○日常的な外出支援 日中は玄関・勝手口など鍵をかけずに開放
し，自由に外出出来る環境を作っている。家
族に理解を得た上で行動の制限は行わず，
外出される際はスタッフが一緒に出たり後方
より見守りをするなど，入居者の気持ちに合
わせて寄りそっている。

庭のお花や畑の野菜を見に行くことを日課とされて
いるご利用者もおられ、玄関から自由に出入りされ
ている。地域サロンに出かけたり、近くの小学校へ
お花を見に行くなど気分転換を図る支援が行われ
ている。買い物や郵便局、銀行、美容室など、個別
の希望に合わせた外出支援も行われている。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

50 ○役割、楽しみごとの支援 家事・生け花など入居者が力を発揮出来そう
な場面では「教えて下さい」と声かけし，助言
を頂き一緒に楽しんでいる。月一回外食に
行ったりその日の気分や天候に合わせてド
ライブに行ったりしている。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

自己評価



建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 手すりなどは各入居者に合わせて配置を変
えている。出来ないことを強いることは無く，
必要な方は介護ベットやポータブルトイレを
使用しており，つまずいている部分にさりげ
なく支援している。

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部



○
○

○
○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

1. ほぼ全ての利用者が

70

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

68

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

65

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の



事業所名：
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 ２
さわやかテラスがどの様な施設なのか地域の方
の理解、周知が不十分である。

さわやかテラスだけではなく入居者やスタッフ
の顔から知ってもらう。

12 ヶ月

2 ４
地域運営推進会議にあまり入居者が参加できて
いない。

何かしらの形で参加できるように工夫する。 12 ヶ月

3 ３７
年2回の消防訓練だけでは、スタッフの防災意識
が不十分。地域との協力体制がまだ築けていな
い。

スタックの防災意識の向上。備蓄品の整備、
地域との協力体制の構築を図る。

12 ヶ月

4 ４５
スタッフが目の前の業務に追われ、トイレ誘導の
タイミングがずれてしまうことがある。状況の把握
やスタッフ間の連携の強化が必要。

排泄の状況をスタッフ間で共有できるようにす
る。

3 ヶ月

5 ４２
おやつ作りをもう少し増やせたら、入居者の楽し
みが増える。

週一回程度、おやつ作りを行う。 6 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホームさわやかテラス春日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

引き続き地域（ご近所を中心）に出向いて行く。ま
た地域行事の積極的参加や、防犯パトロールへ
入居者と共に参加する。

日常の暮らしぶりをビデオに撮影し、会議で映像
をながす。入居者が参加されない時は、事前に感
想や意見を伺っておき、会議で報告する。

日頃から火災につｌながるような状況に対しての
注意や呼びかけスタッフの防災意識を向上させ
る。地区の消防団との関係を築く。地域推進会議
で地域の方にも協力していただけるように声かけ
を行う。

週の初めにある程度おやつの日を決める。入居
者にも話しに参加してもらう。暦にそった手作りの
おやつを作る。

お手伝いが必要な方の最終時間や、排泄状態を
スタッフ全員が把握できるように互いに声をかけ
るようにする。また、スタッフルームのホワイト
ボードを活用するなど工夫する。



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

6 ２５
スタッフ側から「出来ない」「したくない」を無意識に
決め付けてしまい、その方の本当に「したい事」
「できる事」を減らしているのではないか。

本当にしたいことを見極め、思いにそった支援
をする。

１２ ヶ月

7 １
自分の意思を伝えにくい入居者に対し、何を望ん
でおられるのかをもう少し深く考える必要がある。

出来る限り、その方の思いを把握しその人らし
い生活とは何かを常に考え支援する。

１２ ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

個人の記録や連絡帳に様子や表情など気づいた
点をこまかく記入し、全員が共有できるようにす
る。固定観念で見ず、常にいろんな方向から物事
を考えるようにする。

「できないだろう」ではなく、「できるかもしれない」
と考え、色々なことにチャレンジしていく。また、
「やりたいな」「やってみようかな」と思っていただく
ような声かけの仕方にも工夫する。


